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資料 在 10－3  


BIMライブラリーコンソーシアム 


第 9回 在り方部会会議 
 


議事概要 
 


 


１．会議開催日時 


 


日時：平成 29年 7月 6日（木）16:00~17:30 


場所：上海国際ビル 4階会議室 


 


２．議事概要 


 


(1)  前回（5/11：第 8回）議事録の確認（事務局） 


 


(2)  BLC新規入会企業のご紹介（事務局） 


 


(3)  BLC平成 28年度活動報告（在り方部会抜粋版）の概要説明 


       (H29.5.19 BLC総会配布資料の抜粋)  （事務局） 


 


(4)  マーケットリサーチ(案)について 


1. 目的 


 


ビジネスモデルの基礎となる情報を把握する。→アンケートの趣旨を作成する 


 


2. 対象者 


・ユーザー（現在、将来の） 


・メーカー（現在、将来の） 


・関係団体（現在、将来の） 


・学識者・大学・高専など 


(個人として回答するのか、組織として回答するのかが課題、団体の場合は 


組織として回答をもらうのには時間がかかるので、調査の実施を了解して 


もらい、調査票の発送は BLCで行うことが考えられるが、その了解が必要。) 


 


3. スケジュール 


・7月末までにアンケート設計と送付先の選定 


・8月初めにアンケート発送、 


・BLC会員はメールで発送し、ホームページからダウンロードして回答 


BLC会員以外(団体会員も含む)は文書で発送し、ホームページからダウン 


ロードして回答 


・9月末までに回答をもらう 


・10月末までに結果を分析する 


 







 


 


2. 方法 


 アンケート方式でウェッブからダウンロードし、チェックボックスを 


クリックして自動集計の予定 


 


(5)  その他 


 


 


 


 


会議配布資料 


 
 


 資料 在 9－1 議事次第 


 資料 在 9－2 BLC参加企業・在り方部会参加者一覧、 


前回（11/10：第 6回）議事概要 


資料 在 9－3 BLC平成 28年度活動報告 在り方部会抜粋版 


（平成 29年 5月 19日 BLC総会資料） 


 


 （参考資料） BIM部会から発刊する BIM ガイド本の紹介 


 


 


 


次 回    日時 ： 平成 29年 7月 6日（木）16:00~17:30 


      場所 ：  (一財)建築保全センター 会議室） 


      議事 ：  


















































1 
 


 


 


 


 


 


BIM library consortium activity report in fiscal year 2015 


ＢＩＭライブラリーコンソーシアム 


平成 28 年度活動報告 


(在り方部会抜粋版) 


 


 


 


 


 


 


平成 29 年 5 月 


 


 


 


一般財団法人 建築保全センター 


BIM ライブラリーコンソーシアム事務局 


Building Maintenance & Management Center 


BIM library consortium secretariat 
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BIMライブラリーコンソーシアム平成28 年度活動報告 
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１. 概 要 
(1) コンソーシアム設立まで 


平成27年10月30日にBIMライブラリーコンソーシアムが正会員38社、特別会員19組織・個人により 


設立された。ここまでに至る主な活動は以下のとおりである。 


・平成26年1月 任意団体BIMフォーラムが設置され、毎月1回の継続的議論開始。 


・平成26年2月 ICISレポート「BIMと仕様書をつなぐ」の受領と翻訳。 


・平成26年3~7月、公共建築工事標準仕様書等のコード分類現況について調査。 


・平成26年春にC-CADECを26年度で終了することを(一財)建設業振興基金が決断。 


・Stem、BE-Bridgeの承継先の候補のひとつとして(一財)建設業振興基金がヒアリング 


・平成27年1月、Stem、BE-Bridgeの承継とそれを核とするBIMライブラリー構築へ。 


・平成27年4月Stem、BE-Bridgeを建築保全センターが建設業振興基金から承継。 


・平成 27 年 4 月から建築保全センターにコンソーシアム準備事務局を設置し、毎週 1 回の定例打ち合わせを


行い、また毎月1回、BIMフォーラムとの意見交換を行った。 


・平成27年9月29日 コンソーシアム説明会 


・平成27年10月30日 BIMライブラリーコンソーシアム設立総会 


なお準備段階でBIMライブラリーコンソーシアムの骨格、例えば活動期間、事務局、目的、活動内容、組織等の


大部分の項目が決定されている。 


 


(2) コンソーシアム設立以降平成 28 年 3 月末まで 
コンソーシアム設立以降の活動は、総会、部会等の会員の参加する活動部分と、それらを支え、企画する事


務局活動に区分される。活動の詳細については平成２７年度活動報告を参照されたい。 


概要としては、NBS オブジェクト標準とそれに関連する ISO、BSを翻訳し、理解したこと、各部会ごとの


役割の定義を理解し、論点整理を行ったこと、今後の活動に関する調査わ行い、整理したことである。 


 


(3) 平成 28 年4 月から平成 29 年 3 月まで 
   コンソーシアム活動の２年目として、各部会の活動が活発になり、少しずつその成果が出てきたことである。 


   在り方部会では、５月に学識者、ユーザー、メーカー、ソフトウェアベンダーの代表が集まり、各々立場の


意見を述べ、新聞にも公表された。また後半は、ビジネスモデルの検討をＷＧで開始し、問題点とスケジュー


ルの洗い出しを行った。 


   建築部会、設備部会では、ＢＩＭオブジェクト標準の議論が活発に行われた。建築部会では、BIMソフトウ


ェアによるデータ構造の違いの問題と、オブジェクト化する建築部品、部材の範囲が議論された。設備部会で


はStemと英国のNBS BIMオブジェクト標準の比較検討がなされ、これは建築にも準用された。また両部会


では年度末の３月に、本格的なオブジェクト標準の確立作業に入るための技術的な合意がなされた。これはラ


イブラリーのデータ構造に影響する重要なものである。 


   運用部会では、運用規約の中で、コンソーシアムとユーザー、コンソーシアムとメーカーの規約素案が作成


された。 


   さらに部会共通の活動として、6 月にオーストラリアの空調衛生工事業協会との会議が行われ、オーストラ


リアの設備に限定されるBIMライブラリーの実態について理解がされた。 
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2. 設立趣旨 
 


設立趣意書から 


「この数年、建築物の企画・設計・施工でのBIM活用が急速に進んでいますが、BIMは本来建物のライフサイ


クル全般に活用できるものであり、建築物に長寿命化や省エネルギー等が求められる現在、運用・維持管理(FM)


への活用も試みられています。このため形状情報とともに、建築材料・設備機器等の耐久性、エネルギー使用等


の情報を集約し、誰もが容易に利用できるBIMライブラリーを構築することが喫緊の課題となっています。 


一方、海外の BIM 先進国では、積極的な BIM 活用により建設生産性と品質の向上などを目標とし、BIM は


プロジェクト受注の必須条件となりつつあり、さらに統一した BIM ライブラリー構築への取組みも始まってい


ます。 


しかし我が国では、本来建設産業界全体で共有すべきBIM ライブラリーが、現在は BIM 利用者が個別に作成


しなくてはならないため、業務効率の大幅な低下を招いております。 


この状況を打開すべく、関係者が一体となってコンソーシアムを設立し、C-CADEC の Stem 等の成果を建築


分野にも活用・拡張する等して、早期にライブラリーを構築、提供することを目指すべきだと考えます。これは


BIMの利用推進、利用効果向上にも寄与するものです。BIMライブラリーの構築を目指すBIMライブラリーコ


ンソーシアムは、今秋の設立を目指しております。幅広い関係者の方々のご理解、ご参加をお願い申し上げる次


第であります。」 


 


3. 目的及び活動期間 
 


設立趣意書の活動内容には次のように示しており、 


①BIMライブラリーの在り方に関する検討 


②BIMライブラリーの建築系の標準仕様の作成(建築材料、建築製品、ELV等) 


③BIMライブラリーの設備系の標準仕様の作成(Stem、BE-Bridgeの更新、活用を含む)  


④運用に関する基準、規約等の作成 


⑤ ①から④を踏まえ、広く利用されるBIMライブラリーの構築・運用の実現 


⑥その他普及・促進等関係する諸活動 


最終的な目的は、BIM ライブラリーの構築・運用の実現である。2015 年秋にコンソーシアムを設立し、標準化、


運用組織の選定等、BIM ライブラリーの実現のための活動に取り組み、2017 年秋に BIM ライブラリーの運用開


始を目標とします。」していたが、活動状況を見直した結果、コンソーシアムのスケジュールを次のように修正する。 
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4. 組 織 
 


 組織形態としては、法人格を設けないコンソーシアムであり、事務局は(一財)建築保全センターに設置している。 


 


コンソーシアム 


在り方部会 


 


建築部会 


 


 


設備部会 


 


 


 


 


運用部会 


 


運営委員会 


 


 


 


 


 


事務局 


代表 


部会長 


副部会長 


部会長  


WG1主査 


WG2主査 


部会長 


副部会長 


副部会長 


Stem WG主査 


BE-Bridge WG主査 


部会長 


副部会長 


委員長 


副委員長 


委員 


委員 


委員 


委員 


事務局長 


担当 


担当 


担当 


尾島  俊雄 


安田  幸一 


山下  純一 


志手  一哉 


木村  謙    


高橋  暁 


一ノ瀬 雅之 


三木  秀樹 


鈴木  義夫 


焼山  誠 


谷内  秀敬   


山本  康友  


榊原  克巳 


寺本  英治 


山下  純一 


安田  幸一  


志手  一哉 


一ノ瀬 雅之 


山本  康友 


寺本  英治 


池田  雅和 


山中  隆 


水澤  久夫 


(一財)建築保全センター理事長 


東京工業大学大学院 教授 


(一社)buildingSMART Japan代表理事 


芝浦工業大学教授（平成29年度から） 


エーアンドエー(株) 


国立研究開発法人 建築研究所 


首都大学東京准教授 


(NPO)設備システム研究会 


(株)ベイテクノ・(株)関電工 


(株)大林組 


(一社)buildingSMART Japan 


首都大学東京客員教授 


(一社) buildingSMART Japan 


(一財)建築保全センター 保全技術研究所長 


(一社) buildingSMART Japan代表理事 


 (再出) 


 (再出) 


 (再出) 


 (再出) 


 (再出) 


(一財)建築保全センター 


(一財)建築保全センター 


(一財)建築保全センター 
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5. 平成 28 年度業務方針及び業務計画 
(1)業務方針 


(a)概要 


コンソーシアム設立趣旨及び2.に示す業務計画に基づき、計画的に業務を実施する。 


具体的にはグローバル化を含めた BIM ライブラリーの在り方に関する論点を討議、整理するとともに、BIM


ライブラリーのオブジェクト標準に関する調査、整理を行い、それに基づいた建築・設備のオブジェクトの情報


項目を整理、収集する。また Stem 試行サイト等を活用して、一部の試行 BIM オブジェクトの操作性等を検証


して BIM ライブラリーの構築に反映させる。さらにライブラリーの運用に必要な著作権、契約、その他必要な


規則類を調査、整理する。また海外への情報発信・情報交換に努める。 


活動に当たっては、平成 27 年度末に実施した今後の進め方に関する調査結果を踏まえて、海外情報のわかり


やすい翻訳資料の作成に努めるとともに、グローバル化等の多くの論点について、定義やメリット・デメリット


の明確化、分野別の状況の違いに配慮して検討を進めていく。 


また活動を進めるにあたり、IAI日本等、BLC会員の団体組織等と緊密な連携を図るとともに、部会相互の連


携と分担、ワーキンググループ、タスクフォースの活動を有効に活用し、また情報共有できるように努める。 


 


(b)検討すべき論点 


  検討すべき論点を以下に示す。 


a. BIMライブラリーの在り方に関する論点 


グローバル化への対応、分類の方法、オブジェクト標準の組み立てに関する方針、方式、水準、実現方法、


誰もが容易に利用できる等の在り方、ビジネスモデル、モデル作成、必要なオブジェクトの範囲、インフラ


対応等 


b. BIMライブラリーのオブジェクト標準に関する論点 


オブジェクト標準の内容、記述すべき情報項目、設計・施工等の各段階とLOD、ジェネリックオブジェクト


の扱い等のオブジェクト表現、ファイル形式、形状情報と属性情報の関連 


c. 運用ルールと著作権に関する論点 


BIMオブジェクトとライブラリーの著作権、契約、データ更新ルール、データが不正な場合の取扱い等 


d. その他技術的事項 


オブジェクトの目標ファイルサイズ、ライブラリー画面の設計、用語の定義、形状を持たないものの取扱い、


パラメトリックな製品の取扱い等  


 
(2)業務計画 
(a)総会 


  年度に1回定時総会を開催する。第1回は5月とする。 


(b)運営委員会 


2か月に1回の開催(原則奇数月)とし在り方部会と同日とする。 


 ・予算の作成、業務方針等の企画立案を行う。 


・コンソーシアムの運営、調整、啓発等の活動を的確かつ効率的に推進するため、必要 


な決定を行う。 


(c)在り方部会 


2か月に1回程度（原則奇数月）開催し、BIMライブラリーの在り方に関する検討を行う。具体には、 


  ・BIMライブラリーの在り方に関する課題(1.(2) a)について、論点を整理し、会員関係者の議論によって問題


6/26







7 
 


点を明確にし、共通の認識を形成しつつ結論へと導く。これに必要な技術的課題に関しては他部会との連携


あるいはタスクフォースの成果の活用を図る。 


・既存あるいは計画中のBIMライブラリーの把握 


  ・その他BIMライブラリー全般の課題の検討 


(d)建築部会 


2か月に1回程度（原則偶数月）開催し、また２つのワーキンググループを設置して、BIMライブラリーの建


築系標準仕様（搬送機器ELVを含む）の作成を行う。具体には 


  ・在り方部会の検討等と並行して、建築系材料・製品、ELVに関するBIMライブラリーのオブジェクト標準


に関する論点とその他技術的事項の(1.(2) b、d)の検討、整理 


  ・建築系材料・製品、ELVに関するオブジェクト情報の収集・整理 


・Stem試行サイト等を活用し、一部オブジェクト(建具、サッシ等)の試行と検証 


  ・他部会と連携を図り、またワーキンググループ、タスクフォースの成果を活用しながら活動を行う。 


(e)設備部会 


2か月に1回程度（原則偶数月）開催し、また平成２７年度設置した４つのワーキンググループとともに、BIM


ライブラリーの設備系標準仕様の作成を行う。具体には、 


・在り方部会の検討等と並行して、設備系材料、製品に関する BIM ライブラリーのオブジェクト標準に関す


る論点とその他技術的事項の(1.(2) b、d)の検討、整理 


・Stem、BE-BridgeとNBS BIMオブジェクト標準、ISO16757等との比較、整理 


  ・設備系材料、製品の情報に関するオブジェクト情報の収集・整理 


  ・Stem、BE-Bridge仕様の見直し、更新とその管理 


・Stem試行サイト等を活用し、一部オブジェクトの試行と検証 


・他部会との連携を図り、またワーキンググループ、タスクフォースの成果を活用しながら活動を行う。 


(f)運用部会 


2 か月に1回程度(原則奇数月)開催し、BIMライブラリーの運用に関する各種基準、規約等の作成を行う。具


体には、 


  ・NBS BIMライブラリーの契約条件、国内類似案件の契約条件の比較・検討 


・運用ルールと著作権に関する論点(1.(2) c)の検討、整理 


・他の部会と連携し、必要に応じてタスクフォースの成果を活用しながら活動する。 


(g)タスクフォース 


  NBS BIMオフジェクト標準(TF1)、建築・設備オブジェクトに導入すべき情報項目の基本的検討(TF2)、Stem


と海外標準との比較(TF3)、BIM標準の IT的検討(TF4)、海外文献の翻訳(TF5)、海外への情報発信(TF6)のテ


ーマに関して、専門家によるタスクフォース(TF)を設置し、機動的に検討を行い、部会活動に反映させる。


TF1,2,3は平成28年度の第1四半期に活動を集中する。 


(h)事務局 


会員名簿管理、経理等の業務を的確に実施するとともに、コンソーシアムの設立趣旨に沿った部会活動の計画、


支援を行う。またわかりやすい資料の作成等、会員のニーズに対応するとともに、外部への情報発信に努める。


さらに会員拡大に向けて努力する。 
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6. 平成 28 年度活動 
(1) 総 会 
平成28年度 第1回総会 


日 時  平成28年 5月17日(火) 16:00-17:00 


場 所  東京ダイヤビル５号館 TDBホール (東京都中央区新川1-28-23) 


１． 開会 


２． コンソーシアム代表挨拶 


３． 議事録署名人の選出      


４． 議事        


(１）平成27年度活動報告【各部会長より】 


(２）平成27年度決算報告等 


第1号議案：平成27年度 決算（案） 


第2号議案：ＢＩＭライブラリーコンソーシアム会則・改正（案）   


     (３）事務局より事務連絡 


        （BIMライブラリーコンソーシアム）登録変更申請書について 


         6/29：オーストラリアBIM担当者との会議（案）について 


         平成28年度 部会等の開催スケジュールについて 


         BIMライブラリーコンソーシアム会員リストについて 


５．  その他 


６．  閉会 


 


(2) 運営委員会 
運営委員会 第４回 


日時    平成28年5月12日(木)  17：30～18：00. 


場所    建築保全センター会議室 


議事 


審議事項 


第4-1号議案  平成27年度決算(案)について 


第4-2号議案  会則改正(案)について 


報告事項  (１)平成28年度第1回総会議事次第  


(２)在り方部会の討論テーマ(案) 


(３)5～7月の主な活動 


 


(3) 在り方部会 


(a) 活動概要 


在り方部会 第４回 


 日 時   平成28年5月12日(木)     PM16:00～17:30 


 場 所   上海国際ビル2階会議室 


 議 事      (１) 討論「BIMライブラリーに期待すること」※ 


※  討論内容は5/31付 建設通信新聞 BIM特集の記事に掲載 
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在り方部会 第５回 


 日 時   平成28年8月4日(木)     PM16:00～17:30 


 場 所   上海国際ビル2階会議室 


 議 事      (１) 前回議事録の確認（建設通信新聞記事参照） 


(２) 討論「ライブラリーをどのように利用するか ―現在のBIM活用の視点から考える―」 


               事前調査回答を各社（企業・団体）から発表 


在り方部会 第６回 


 日 時   平成28年11月10日(木)    PM16:00～17:30 


 場 所   上海国際ビル2階会議室 


 議 事      (１) 前回議事録の確認 


(２) 討論「BLCの在り方に関する現状の総括と提案（案）」 


在り方部会 第７回 


 日 時   平成29年3月2日(木)     PM16:00～17:30 


 場 所   上海国際ビル2階会議室 


 議 事      (１) 前回議事録の確認 


(２) 4月に米国で開催されるBIMForum＠米国・サンディエゴの紹介 


(３) 次世代公共建築研究会 IFC/BIM部会から発刊されるBIMガイド本の紹介 


(４) BLC各部会（建築、設備、運用）の現状議論報告 


            (５) 意見交換 


ビジネスモデル検討WG第1回(ビジネスモデルコア会議Ⅰ) 


日時   平成29年1月16日(月)  16：00～18：00 


場所   建築保全センター会議室 


議事    (１) BLCビジネスモデルに関する議論の進め方 


(２) BIMライブラリーサイトビジネスモデル検討 


(３) BIM参考サイト紹介 (4)その他 


ビジネスモデル検討WG第2回(ビジネスモデルコア会議Ⅱ) 


日時   平成29年2月20日(月)   16：00～18：00 


場所   建築保全センター会議室 


議事   (１) BIMライブラリーサイトご提案：大日本印刷(株)(DNP)(新入会企業) 


           (２) IFC-BIMオブジェクトによるBIMライブラリー構築の概要説明 


           (３) Revit､ArchiCAD両ソフトの構成概要説明 


           (４) 作業に入る前のビジネスモデルに関する合意事項 


           (５) 意見交換     (６) その他 


ビジネスモデル検討WG第3回(ビジネスモデルコア会議Ⅲ) 


ビジネスモデルコア会議Ⅲ 


日時   平成29年3月13日(月)   15：00～17：00 


場所   建築保全センター会議室 


議事   (１) BLCビジネスモデルに関する議論の進め方 


           (２) BIMライブラリーサイトビジネスモデル検討 


           (３) BIMライブラリーサイト公募関連の進め方 


           (４) その他 
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(b) 主な成果、資料 


   5月12日の討論「BIMライブラリーに期待すること」は、次のように整理して新聞に掲載された。 
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ビジネスモデルに関する議論 
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(8) 事務局 
  平成28年度は、ほぼ毎週に計38回定例打合せを行った。また部会活動支援のため、21回の部会、21回のWG


開催の連絡・調整、在り方部会のパネルディスカッションの調整と新聞掲載、オーストラリアとの会議の準備と


実施、建築と設備の合同部会の企画と開催、文献翻訳の実施などを行った。 
 
(9) 各部会長コメントと今後の進め方 
[在り方部会長] 
(a) H28活動の総括 


平成28年の在り方部会は、5月12日、8月4日、11月10日、1月19日、3月2日の計5回開催された。大


手設計事務所、ゼネコン、設備機器メーカー、IT関係企業等、多岐にわたる立場の会員が、共通のBIMライブ


ラリーを作成するため、BIMというツールにおける共有認識を持つことを最重要視し、部会内では会員は自由に


発言し、活発な討論が行われた。BIMが、設計・施工を中心とした建築生産の段階から、特に建築を運用・維持


管理するオーナー・管理会社まで幅広く活用することに連携して行くためのサステイナブルな建築のライフサイ


クルに配慮したライブラリーの在り方を議論した。 


5月には「BIMライブラリーに期待すること」と題したシンポジウム形式での討論を実施した。その内容は5


月31日発刊の建設通信新聞BIM特集号に掲載された。 


８月以降の4回は、「ライブラリーをどのように利用するか」「ライブラリーのビジネスモデル」「日本の特有の


オブジェクト標準はどうあるべきか」等々についての討論を重ね、幅広く利用されるためのB I Mライブラリー


の目標水準・実現方策の検討を行った。特に、企画から設計、施工、運用・維持管理各段階でのジェネリックオ


ブジェクトとメーカーオブジェクトの形状情報、性能・仕様についての詳細度や制作・運営方法についての議論


を行った。 


また、実行可能な範囲内でのB I Mライブラリーの在り方とライブラリー運用会社の選定方法についても慎重


な議論がなされた。 


(b) H29活動への期待 


平成29年度の活動については、合計６回の活動を予定している。平成30年度早期にライブラリーを構築し運


用する会社を公募するべく、平成29年度内にはBIMオブジェクト標準を確立することをめざす。 


在り方部会では、ライブラリーに関する提供サービス内容、サービスの運用コスト、利用者料金の検討案を年


内中にまとめる。そのため、５月末にはマーケットリサーチを行うため、在り方部会の下部組織としてタクスフ


ォースを設置する。検討案を作成する段階では、運用体制・ビジネスモデルを検討し、事業者を来年の総会まで


に決定したいと考えている。また、運用候補者へ対しヒアリングを実施するとともに、業界団体、ソフトウェア


ーベンダー・メーカー・利用者への働きかけ順次行って行く予定である。 


 
[建築部会長] 
(a) H28活動の総括 


オブジェクト属性を利用する業務や場面を設定し、オブジェクト属性を整備する考え方の共通理解を深めて


きた。昨年度は、6回の部会を開催し、芝浦工業大学志手研究室学生の協力を得て、主に下記の事項について調


査・議論を行った。 


1) 王立英国建築家協会（RIBA）の傘下組織であるNBS（National BIM Standard）が公開したNBS BIM Object 


Standard が定義しているオブジェクト属性を分析し、設計製造情報化評議会（C-CADEC）の成果である、


「建具表データ交換仕様書」「仕上表データ交換仕様書」の情報項目と比較をした。その結果、NBSの属性項


目とC-CADECの情報項目は、それを利用する業務や場面が大きく違っていることを把握した。 
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2) 米国の CSI（Construction Specifications Institute）が公表し、米国の BIM 基準である National BIM 


Standard‐United States（NBIMS‐US）で公式採用されている分類コードシステム「OmniClass」を調査


し、複数の分類コードテーブルでオブジェクトを特定するファセット分類（faceted classification）の特徴を整


理した。 


3) オブジェクト属性を利用する業務や場面を議論し、発注者と施工者が工事契約を締結するための詳細見積りを


作成する業務に必要な情報をベースに属性項目を整備することとした。維持保全・管理に必要な属性項目や分


類コードに関する検討は、上記の属性項目を整備した後（H30年度）に行うこととした。 


以上の活動の結果、H29年度の活動に対するスコープとスケジュールを明確にした。昨年度に実施予定であ


ったプロトタイプ・オブジェクトの提案は、本年度に先送りした。 


 


(b) H29活動の取組み 


昨年度末に「オブジェクト標準作成作業に入るための合意事項」が各部会で共有されたことを受け、建築系


オブジェクト標準の策定作業に着手する。実質的な作業は、ソフトウエアの観点から議論をするWG1 と、利用


者の観点から議論をするWG2で分担し、毎月2回のペースで議論を重ねる計画とする。 


1) WG1は、属性項目とBIMソフトウエアの特性の関係を整理すると共に、2次元図面化したときの表記・表現


に関する標準化、オブジェクトの振る舞いを中心に検討を進めていく。 


2) WG2 は、属性項目の検討・決定を担う。属性項目の検討は、C-CADEC の情報分類を、必須項目「基本設計


での建具仕様検討に必要な情報」、推奨項目「必須ではないがあった方が良いと思われる項目」という観点で


仕分けをする。 


上記の検討・作業の結果としてオブジェクト・プロトタイプを作成し、隔月に開催している部会にて評価を


行う（6月：コンポーネント・オブジェクト、8月：レイヤード・オブジェクト、10月：アセンブリ・オブジ


ェクト）。その後、NBSのオブジェクト属性を参考に、標準項目や維持保全・管理に関する項目の総合調整を


図る。加えて、年度末に仮設資材のオブジェクト標準に関する議論を開始する計画である。 


 
[設備部会長] 
(a) H28活動の総括 


設計製造情報化評議会（C-CADEC）の成果物である、BE-Bridge（Building Equipment – Brief Integrated 


format for Data exchanGE）および、Stem（Standard for the Exchange of Mechanical equipment library 


data）を継承し、空調･衛生設備･電気設備分野におけるBIMライブラリーの在り方の検討と、仕様の編成を


行っている。 


H28年度は6回の部会、BE-BridgeおよびStemの各WGを6回開催し、主に以下のような検討を行った. 


1) Stemについて 


・代表的な設備機器（チラー、ボイラー、温水ヒーター、空調機、衛生陶器）について、NBSのジェネリッ


クオブジェクトを調査した。 


・Stem とNBSの属性情報の比較検討を行った．その結果，重複する属性情報は少ないことが明らかとなっ


た、また、維持管理に関係する属性情報（COBie）がStemには含まれていない。 


・NBS属性情報の内、Stemに取込みが必要な項目について検討を行った、属性情報を格納できる領域を準


備し、ジェネリックオブジェクト、メーカーオブジェクトに共通させることとした。 


・想定している属性情報一覧に対して、BLC参加メーカーが実際に提供できるデータとの整合性を検証した。


また、メーカー側の付加したい項目の提示を依頼した。 


・想定ユーザーと利用モデル・仕様の相違点について、機器ライブラリーの利用フェーズ，ユーザーから見
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た機器 BIM モデルに利用される仕様の相違点の検討を行い、異なる設備ソフト間でデータのやり取りに


ついて検討を行った。 


・日建連：設備情報化専門部会でも並行して仕様修正等の作業を進めており、BLCへの検討内容反映を検討


している。 


2) BE-Bridgeについて 


・設備CAD 間の受渡し標準についてコードなどの体系化を行った。 


・C-CADEC から継承した仕様の管理，整備と新しいニーズ対応のための追加など、仕様のコード体系の整


備を行った。 


・ユースケース検討を行い、ライブラリー活用シーンにおける中間フォーマットとしての仕様策定整備の検


討を行った。 


3) 参加委員による事例紹介や情報共有 


・部会においては、参加メンバーによるBIM活用事例紹介や海外動向等の情報共有を行った。 


 


(b) H29活動への期待 


タスクフォース 1 による NBS BIM ライブラリーに掲載している設備機器に関する情報の成果および設


備部会に設置するタスクフォース 3 を踏まえ、NBS 標準と Stem 等との比較を詳しく行い、ライブラリー


に掲載する設備機器オブジェクトの情報標準を整理するとともに、現在の Stem、BE-Bridge の設備製品オ


ブジェクトの拡張を検討していきたい。また、参加委員による事例紹介や情報共有を活発に行い、具体的な


ライブラリー活用ケーススタディの作成の端緒としたい。 


 
[運用部会長] 
(a) H28活動の総括 


現在の代表的なBIM ライブラリーとして活用されている、英国 NBS・RIBA の BIM ライブラリーとの利


用規約や C-CADEC の契約条件等の検討や、他の既存システム事例などを通しての整理を行い、BIM オブジ


ェクトやライブラリー全体におけるの著作権、データ更新のルールなどの検討を行い、さらに、これらのこと


を踏まえて、BIMライブラリーと建物所有者、設計者、施工者などとの利用者規約（素案）と、メーカーなど


のサプライヤー側とのデータ提供契約規約（素案）を作成した。 


現在の素案の検討のなかでも、利用者やアクセス権限の範囲を、どこまで認めるのか、不具合データの修正・


更新の考え方をどのように行うのか、さらに、データのモニタリングの体制などについてが、新たな課題と浮


かび上がった。また、ビジネスモデルや、それに伴うオブジェクト標準の結果によっての素案の再検討が必要


となっている。 


 


(b)「H29活動への期待」 


ライブラリーへの登録データが不正な場合の対応などのモニタリングの体制の仕組みや実施する場合のコス


ト検討が必要となってきているため、上半期早々に課題整理を行う。 


また、建築部会、設備部会から上がってくる課題や、今後、起こり得る課題の整理についても、議論を行い、


在り方部会とともに、公募に向けた規約の検討を行っていく。 


今後は、業界団体・ソフトウェアベンダー・メーカー・ユーザーから上がってくるであろう課題についても


整理を行い、さらに議論を積み重ね、より多くの方々に使い易く、そして明確な運用規約を確定していきたい。 
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７.会員状況・会員リスト 
(1)平成28年度登録会員実績 
 


     


日付 


会員等 


正会員 特別会員 オブザーバー 計 


設立時 38 19 0 57 


平成27年12月10日 10 6 0 16 


平成28年 1月21日 1 3 0 4 


平成28年 3月 3日 0 1 0 1 


平成29年 3月 30日 12 5 0 17 


累 計 61  34 0 95 


平成29年 5月 19日 3 0   


総 計 64  34 0 98 


 
 (2)平成29 年度見込み 


平成 29 年度からの会員として提出された入会申込書は､正会員 4､申込準備中正会員 4､(合計 100 社)であるこ


とから会員の増加が見込まれるが、さらに必要な領域の会員拡大を図るものとする。 
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(3)会員リスト（平成29 年3月末現在） 


No 会 社 名 No 会 社 名  
部会長･事務局長 28 (株)シェルパ 


1 東京工業大学(在り方部会長：安田幸一) 29 (株)シスプロ 


2 芝浦工業大学(建築部会長：志手一哉) 30 (有組)C-PES研究会 


3 首都大学東京(設備部会長：一ノ瀬雅之) 31 (株)ＣＢＳ 


4 首都大学東京(運用部会長：山本康友) 32 (株)ＣＰＣ 


5 (一社)buildingSMART Japan(運営委員：山下純一) 33 清水建設(株) 


6 大森法律事務所(弁護士：大森文彦) 34 新菱冷熱工業(株) 


7 (一財)建築保全センター(事務局長：寺本) 35 住友セメントシステム開発(株)  
  36 (株)大建設計  
正会員(企業) 37 大日本印刷(株) 


1 (株)朝日工業社 38 大成建設(株) 


2 (株)淺沼組 39 (株)ダイテックホールディング 


3 アズビル(株) 40 高砂熱学工業(株) 


4 (株)伊藤喜三郎建築研究所 41 (株)竹中工務店 


5 ㈱ＮＹＫシステムズ 42 (株)中電工 ※ 


6 エーアンドエー(株) 43 (株)テイル 


7 (株)荏原製作所 44 デュアルアイティ(株) ※ 


8 (株)大林組 45 デロイト トーマツPRS(株) 


9 (株)大塚商会 46 東電設計(株) 


10 (株)奥村組 47 凸版印刷(株) 


11 オートデスク(株) 48 ＴＯＴＯ(株) 


12 鹿島建設(株) 49 東芝キヤリア(株) 


13 河村電器産業(株) 50 東洋熱工業(株) 


14 (株)関電工 51 (株)日積サーベイ 


15 (株)キャディアン 52 (株)日建設計 


16 (株)CADネットワークサービス 53 (地法)日本下水道事業団 


17 協栄産業(株) 54 (株)日本設計 


18 (株)きんでん 55 日本メックス(株) 


19 (株)久慈設計 56 野村不動産ホールディング(株) 


20 グラフィソフトジャパン(株) 57 日比谷総合設備(株) 


21 (一財)建設業振興基金 58 (株)ベイテクノ 


22 (一財)建築保全センター 59 三菱重工業(株) 


23 (株)建築ピボット 60 (株)本澤建築設計事務所 


24 (株)構造計画研究所 61 (株)安井ファシリティーズ 


25 (株)コスモ・ソフト 62 (株)LIXIL ※ 


26 (株)佐藤総合計画 63 (株)四電工 


27 佐藤工業(株) 64 (株)和田特機 
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 特別会員(団体)  特別会員(個人) 


1 (一社)buildingSMART Japan 1 国立研究開発法人 建築研究所(武藤正樹) 


2 (NPO)建築技術支援協会 2 国立研究開発法人 建築研究所(高橋 暁) 


3 （一財)建築コスト管理システム研究所 3 国土技術政策総合研究所(脇山善夫) 


4 (一社)公共建築協会 4 東京工業大学大学院(平野 陽) 


5 (NPO)法人 設備システム研究会 5 東京工業大学大学院(川島範久) 


6 （一社）日本空調衛生工事業協会 6 広島工業大学(杉田 洋) 


7 （一社）日本建材・住宅設備協会 7 広島工業大学(杉田 宗) 


8 (一社)日本建設業連合会 8 矢部 朋裕 


9 (公社)日本建築家協会    


10 (公社)日本建築士会連合会  （敬称略）   


11 (一社)日本建築積算事務所協会   


12 日本建築仕上材工業会   


13 (一社)日本建築士事務所協会連合会   


14 (公社)日本建築積算協会   


15 (一社)日本サッシ協会   


16 (一社)日本電設工業協会   


17 (一財)日本建設情報総合センター   


18 (公社)日本ファシリティマネジメント協会   


19 (公社)ロングライフビル推進協会   


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


    


※：平成29年度加入企業 (Ｈ29/4月入会) 
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 ( 参 考 ) 平成29年度 各部会等の開催スケジュール（案） 


 


年・月 BLC部会の活動、場所 WG等の活動 


平成29年 


4月 


 


4/20(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


4/26(水) 10:00-12:00 建築部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


 


 


4/21建築WG2 


 


 


5月 


 


5/ 8(月) 15:00-17:00運用部会  @㈱CST-GSA事業部会議室 


5/11(木) 16:00-17:30在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


5/12建築WG 


5/26建築WG 


 


 


6月 


 


6/ 7 (水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


6/16(金) 10:00-12:00 設備部会 @建築保全センター会議室 


6/9  建築WG 


6/16 設備WG 


6/23 建築WG 


 


7月 


 


7/ 6 (木) 16:00-17:30在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


7/10 (月) 15:00-17:00運用部会  @㈱CST-GSA事業部会議室 


 


7/7  建築WG2 


7/21 建築WG2 


 


 


8月 


 


8/ 9 (水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


8/10(木) 16:00-17:30 設備部会 @建築保全センター会議室 


 


8/4 建築WG2 


8/10 設備WG 


 


 


9月 


 


9/ 7 (木) 16:00-17:30在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


9/11 (月) 15:00-17:00運用部会  @㈱CST-GSA事業部会議室 


 


*/** 建築WG 


 


 


 


10月 


 


10/11(水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


10/19(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


 


**/** 建築WG 


10/19 設備WG 


 


 


11月 


 


11/ 2 (木) 16:00-17:30在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


11/13(月) 15:00-17:00運用部会  @㈱CST-GSA事業部会議室 


**/** 建築WG 


 


 


 


12月 


 


12/13(水) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


12/21(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


 


**/** 建築WG 


12/21 設備WG 


 


平成30年 


1月 


1/11(木) 16:00-17:30在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


1/22(月) 15:00-17:00運用部会   @㈱CST-GSA事業部会議室 


 


*/** 建築WG 


 


平成30年 


2月 


2/未(※) 10:00-12:00 建築部会 @建築保全センター会議室 


2/15(木) 16:00-17:30 設備部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


 


*/** 建築WG 


2/15 設備WG 


平成30年 


3月 


3/ 1 (木) 16:00-17:30在り方部会 @上海国際ﾋﾞﾙ 2階会議室 


3/12(月) 15:00-17:00運用部会   @㈱CST-GSA事業部会議室 
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